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代表　川村　太志さん 
た い  し 

はっぽう
秋田県八峰町

議会だより

（町を元気にする団体紹介シリーズ）No.6

茂浦民謡同好会茂浦民謡同好会
（町を元気にする団体紹介シリーズ）No.6

編

集

後

記

　

彼
岸
ま
で
の
き
び
し
い
暑
さ
も

終
わ
り
、
野
原
で
は
赤
ト
ン
ボ
が

飛
び
か
い
、
秋
の
訪
れ
を
感
じ
ま

す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、
本
定
例
会

は
感
染
症
対
応
の
た
め
、
演
台
に

は
ア
ク
リ
ル
板
を
設
置
、
出
席
者

は
マ
ス
ク
着
用
で
行
わ
れ
、
息
苦

し
い
状
況
の
中
で
の
開
催
で
し
た
。

　

議
会
だ
よ
り
の
「
四
方
八
峰
」

も
、
早
い
も
の
で
６
回
目
と
な
り

ま
し
た
。
地
域
や
町
内
で
頑
張
っ

て
い
る
様
々
な
団
体
の
活
躍
を
知

っ
て
も
ら
え
た
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
皆
さ
ん
の
声
や
参
加

を
お
願
い
し
、
親
し
み
や
す
い
編

集
に
努
め
ま
す
。

　

一
日
も
早
い
コ
ロ
ナ
の
終
息
を

祈
る
！　

（
記　
腰
山
良
悦
）

●
議
会
広
報
編
集
委
員
会

　
委
員
長
　
皆
　
川
　
鉄
　
也

　
副
委
員
長
　
笠
　
原
　
吉
　
範

　
委
　
　
員
　
山
　
本
　
優
　
人

　
　
　
　
　
　
奈
　
良
　
聡
　
子

　
　
腰
　
山
　
良
　
悦
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No.58
2020.10.23

（町を元気にする団体紹介シリーズ）No.6

茂浦民謡同好会
会長 日沼　和義さん 

　茂浦民謡同好会は、昭和20年代後半に、峰浜
から茂浦に嫁いできた女性が、故郷で踊ってい
た民踊を地元の婦人方に広め、茂浦青年会や婦
人部がそれを継承し、昭和48年頃に、50人程度
が参加し習った「通り踊り」を披露したのが始
まりとのことです。最初は披露する機会がお盆
に間に合わず、稲の収穫に合わせ「稲見通り踊
り」として行われたそうです。２回目からは、
お盆の14日に実施し、当時は笛や太鼓、三味線
など生の演奏でたいそう賑やかな踊りだったと
のことです。
　その後、時代の変化やライフスタイルの変化
により、同好会活動が縮小されていきました。
　現在の同好会は昭和50年に茂浦青年会のメン
バーで再発足し、毎年お盆の14日に披露してい
ましたが、平成２年からは町が始めた「ハタハ
タの里ブリコ祭り」と日程が重なったことか
ら、「通り踊り」はブリコ祭りの中で披露しま
した。その後は地域の敬老式や盆踊り大会で活
動を続け、平成18年の町の合併を機に、16年ぶ
りに「通り踊り」を復活させ、現在に至ってい
ます。
　「笑顔で踊って、帰りも笑顔で」をモットー
とし、「踊りで地域の人を喜ばせたい。」、「だ
んだん薄くなっていく地域のつながりを大切に
したい。」との会員の願いをもとに、40代から70
代まで、職業はバラバラの総勢25人のメンバー
のほか、当日には地域の小学生の応援参加も仰
ぎ、茂浦自治会を中心とした近隣自治会での遠
征公演もこなしています。
　地域の小さな広場や道路の安全地帯で、近所

のお婆ちゃんお爺さんとお盆で帰省した親戚、
兄弟の目の前で演目披露の御花をいただいて、
そのあがりで地域親睦会と夜遅くまで続く・・・。
　今、もっとも困っていることは、少子高齢化
による後継者不足、特に子どもや若年層の踊り
手が少なくなり、踊りを覚えた子どもも高校を
卒業すると地元を離れてしまい、地域に踊り手
がいなくなることです。踊りを披露する場も減
少傾向にあるが、地域のイベントなどに積極的
に参加し、「笑顔の伝道師」として活動を続け
ていきたいとのことでした。地域の小さな活動
ですが、今後も地域を元気にするためがんばっ
てもらいたいものです。

（取材　山本）

沿道で披露する「通り踊り」

いな み



トスダ
定例会定例会
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新型コロナウイルス
感染症拡大防止対策事業費に
１億１,０７６万２千円を追加

新型コロナウイルス
感染症拡大防止対策事業費に
１億１,０７６万２千円を追加

（令和２年度一般会計補正予算（第４号））
　

９
月
定
例
会
は
９
月
２

日
（
水
）
か
ら
11
日
（
金
）

の
10
日
間
の
日
程
で
開
催

し
、
条
例
改
正
や
補
正
予

算
等
の
議
案
、
令
和
元
年

度
決
算
等
が
上
程
さ
れ
ま

し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
請
願
１
件
、

陳
情
３
件
を
審
議
し
ま
し

た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
４
人

が
登
壇
し
、
町
政
を
質
し

ま
し
た
。

﹇
補
正
の
内
容
﹈

　
感
染
予
防
対
策
に
係
わ
る
消
耗
品
（
マ
ス
ク
や
消
毒

用
ア
ル
コ
ー
ル
、
段
ボ
ー
ル
製
ベ
ッ
ド
や
パ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
、
抗
菌
防
虫
用
の
毛
布
等
）
に
２
９
０
７
万
１
千

円
、
防
災
備
蓄
倉
庫
を
建
設
す
る
際
に
必
要
な
設
計
監

理
委
託
料
等
に
２
２
１
万
５
千
円
、
防
災
備
蓄
倉
庫
建

築
工
事
３
０
０
０
万
円
、
ト
イ
レ
改
修
工
事
費
（
フ
ァ

ガ
ス
、
峰
栄
館
、
旧
塙
川
小
学
校
）
及
び
バ
リ
ア
フ
リ

ー
改
修
工
事
（
旧
塙
川
小
学
校
、
旧
岩
館
小
学
校
）
１

１
２
０
万
円
、
非
接
触
型
体
温
計
、
避
難
所
開
設
時
に

必
要
な
大
型
扇
風
機
、
感
染
予
防
保
護
テ
ン
ト
、
屋
外

シ
ャ
ワ
ー
キ
ッ
ト
購
入
費
３
８
２
７
万
６
千
円
。

﹇
議
員
か
ら
町
へ（
質
疑
）﹈

問　
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
は
、
各
避
難
所
に
何
台
ず
つ
用

意
す
る
計
画
な
の
か
。

　
ま
た
、
授
乳
室
と
か
そ
う
い
う
対
応
も
考
え
て
い
る

の
か
。

答　

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
は
２
０
０
０
個
予
定
し
て
い

る
。

　
授
乳
室
に
つ
い
て
は
、
保
護
テ
ン
ト
１
５
０
０
個
の

購
入
を
予
定
し
て
い
る
。
こ
ち
ら
は
赤
ち
ゃ
ん
の
授
乳

に
も
使
え
る
。

再
質
問　

８
避
難
所
に
ど
の
く
ら
い
の
人
数
が
収
容
で

き
る
の
か
。

答　
旧
岩
館
小
学
校
に
６
０
０
人
、
八
森
小
学
校
１
０

０
０
人
、
旧
八
森
中
学
校
１
２
４
０
人
、
八
峰
町
役
場

１
０
０
人
、
旧
岩
子
小
学
校
４
０
０
人
、
峰
浜
小
学
校

６
５
０
人
、
旧
塙
川
小
学
校
６
５
０
人
、
八
森
中
学
校

１
２
０
０
人
。

問　
フ
ァ
ガ
ス
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
現
在
故
障
し
て
使

え
な
い
状
態
で
あ
る
。

　
万
が
一
、
何
か
あ
っ
た
際
に
避
難
に
困
難
を
伴
う
の

で
検
討
し
て
も
ら
え
な
い
か
。

答　
今
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
避
難
所
も
で
き
る
だ
け
分

散
型
と
い
う
こ
と
で
数
多
く
考
え
な
く
て
は
い
け
な

い
。
今
後
使
え
る
よ
う
に
は
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

９月

た
だ

購入予定の段ボールベッド

町
内
各
小
中
学
校
に
エ
ア
コ
ン
設
置
の

た
め
５
６
９
１
万
７
千
円
を
追
加

（
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
算
（
第
４
号
）
）

﹇
補
正
の
内
容
﹈

　

峰
浜
小
学
校･･･

設
計
監
理
業
務
委
託
料
１
３
２
万

９
千
円
、
工
事
請
負
費
１
６
８
６
万
３
千
円
。

　

八
森
小
学
校･･･

設
計
監
理
業
務
委
託
料
１
４
１
万

３
千
円
、
工
事
請
負
費
１
８
２
７
万
１
千
円
。

　

八
峰
中
学
校･･･

設
計
監
理
業
務
委
託
料
１
３
８
万

６
千
円
、
工
事
請
負
費
１
７
６
５
万
５
千
円
。

﹇
議
員
か
ら
町
へ（
質
疑
）﹈

問　
非
常
に
（
経
費
が
）
高
す
ぎ
る
。
む
し
ろ
30
万
円

程
度
の
家
庭
用
の
大
型
サ
イ
ズ
の
エ
ア
コ
ン
を
各
部
屋

に
二
つ
ず
つ
つ
け
た
方
が
安
上
が
り
な
の
で
は
。

　
大
型
の
エ
ア
コ
ン
を
導
入
す
る
と
そ
の
保
守
、
維
持

管
理
費
が
か
か
り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
そ
れ
が
負
担
に

な
る
し
、
エ
ア
コ
ン
は
普
通
10
年
程
度
で
ま
た
取
り
替

え
る
こ
と
に
な
る
。
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
点
で
効
率
が
悪

い
の
で
は
な
い
か
。

答　
つ
り
下
げ
型
の
エ
ア
コ
ン
機
器
を
設
置
し
よ
う
と

し
て
い
る
が
、
予
算
計
上
の
段
階
で
あ
り
、
こ
の
後
実

際
の
設
計
の
段
階
で
、
現
在
予
定
し
て
い
る
こ
の
大
型

の
も
の
が
い
い
の
か
、
小
型
の
エ
ア
コ
ン
を
複
数
つ
け

る
も
の
で
も
対
応
で
き
る
の
か
検
討
し
て
み
た
い
。

問　
こ
の
エ
ア
コ
ン
は
冷
暖
両
用
な
の
か
。

答　
冷
暖
と
も
に
可
能
な
も
の
を
設
置
す
る
。

　
今
回
用
意
す
る
エ
ア
コ
ン
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
感

染
対
策
と
い
う
こ
と
で
、
来
年
以
降
の
夏
休
み
中
に
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
授
業
を
行
わ
な
く
て
は
い
け
な
い
場
合

を
想
定
し
て
設
置
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
全
会
一
致
で
可
決
）

事
業
継
続
臨
時
交
付
金
事
業
に

１
０
０
４
万
２
千
円
を
追
加

（
専
決
処
理
事
項
の
報
告
に
つ
い
て
（
令
和
２
年
度
八

峰
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
））

﹇
補
正
の
内
容
﹈

　

６
月
議
会
で
計
上
し
た
事
業
継
続
臨
時
交
付
金
（
予

算
額
３
０
０
０
万
円
）
の
申
請
者
が
当
初
の
見
込
み
よ

り
多
く
予
算
が
不
足
し
た
た
め
、
交
付
金
１
０
０
０
万

円
と
郵
送
代
等
の
事
務
手
数
料
４
万
２
千
円
を
追
加
補

正﹇
議
員
か
ら
町
へ（
質
疑
）﹈

問　
交
付
金
を
受
け
た
事
業
所
の
数
は
。

答　

１
９
３
件
。
内
訳
は
、
20
％
以
上
影
響
が
あ
っ
た

所
が
１
８
５
件
、
15
％
か
ら
20
％
未
満
の
影
響
と
い
う

所
が
８
件
。

問　
業
種
別
に
統
計
は
と
っ
て
い
る
か
。

答　
建
設
・
建
築
業
が
35
件
、
漁
業
33
件
、
サ
ー
ビ
ス

業
31
件
、
産
直
の
関
係
23
件
、
飲
食
業
16
件
。

（
全
会
一
致
で
承
認
）

過去の議会だよりも
閲覧できます！

　下のQRコードをスマートフォン

やタブレットの専用のアプリで読み

取ることで、過去に発行された（平

成23年から）議会だよりを閲覧す

ることができます。

今号の表紙の写真

　９月下旬の秋空のもと、各地で稲刈り
がスタートし、当町の田んぼのあちらこ
ちらでも活気があふれていました。
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令
和
元
年
度
決
算

私
は
反
対
し
ま
す
！（

見
上
議
員
）

●
一
般
会
計･･･
税
金
の
不
納
欠
損
が
前
年
比
で
町
民

税
、
固
定
資
産
税
と
も
多
く
な
っ
て
い
る
。

　
そ
れ
と
、
議
会
事
務
局
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
２
６
２
万

５
９
０
０
円
の
費
用
が
か
か
っ
て
い
る
。
議
長
と
議
員

と
三
役
と
課
長
職
が
使
用
し
て
い
る
が
、
議
会
告
示
日

に
は
資
料
が
掲
載
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に

６
月
定
例
会
で
も
今
定
例
会
で
も
（
掲
載
し
て
い
る
資

料
の
フ
ァ
イ
ル
の
一
部
が
壊
れ
て
い
て
）
数
値
が
空
欄

で
表
示
さ
れ
る
部
分
が
あ
っ
た
。
気
の
緩
み
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

　
画
面
だ
け
追
っ
て
い
く
今
の
や
り
方
で
は
、
複
合
的

に
資
料
を
み
る
こ
と
は
大
変
で
あ
る
。
議
員
と
し
て
チ

ェ
ッ
ク
機
能
が
損
な
わ
れ
る
。

（
賛
成
多
数
で
認
定
）

●
国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計･･･

資
格
証
明

書
（
＊
）
の
発
行
が
15
世
帯
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
世

帯
の
医
療
費
は
１
０
０
％
窓
口
負
担
で
あ
る
。
憲
法
第

２
５
条
に
触
れ
る
こ
と
か
ら
、
資
格
証
明
書
の
発
行
は

他
市
町
村
で
極
力
控
え
て
い
る
。
八
峰
町
は
全
県
一
の

発
行
市
町
村
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
生
計
同
一
者
を
含
む
家
族
全
員
の
金
融
機
関
調
べ
は

減
免
申
請
を
受
け
に
く
く
し
て
い
る
。

【
用
語
説
明
】
資
格
証
明
書
（
＊
）…

特
別
な
理
由
が
な

く
１
年
以
上
保
険
税
を
滞
納
し
た
場
合
発
行
さ
れ
る
。
資

格
証
明
書
で
は
医
療
機
関
の
窓
口
で
一
旦
医
療
費
の
10
割

を
支
払
い
、
後
日
申
請
に
よ
り
給
付
割
合
相
当
額
（
７
割

ま
た
は
８
割
）
を
還
付
し
、
そ
の
金
額
か
ら
未
納
と
な
っ

て
い
る
国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
を
お
願
い
す
る
こ
と
に

な
る
。

（
賛
成
多
数
で
認
定
）

●
介
護
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計･･･

介
護
保
険
料
の

普
通
徴
収
１
９
５
人
の
う
ち
、
未
納
は
24
人
と
な
っ
て

い
る
。
（
普
通
徴
収
に
未
納
が
多
い
と
い
う
こ
と
は
）

年
金
月
１
万
５
千
円
未
満
の
高
齢
者
が
と
て
も
多
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
未
納
の
方
々
は
介
護
保
険
の

サ
ー
ビ
ス
を
ど
れ
く
ら
い
受
け
ら
れ
る
の
か
。

　
介
護
の
不
納
欠
損
は
１
４
６
万
円
出
て
い
る
。
一
人

一
人
の
高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
す
る
た
め
に
は
、
家

族
介
護
の
支
援
を
強
め
た
り
、
低
年
金
者
へ
の
援
助
施

策
、
こ
う
い
う
も
の
が
も
っ
と
必
要
と
思
わ
れ
る
が
こ

う
い
う
施
策
が
見
ら
れ
な
い
。

（
賛
成
多
数
で
認
定
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計･･･

介
護
保
険
と
同

様
、
普
通
徴
収
の
保
険
料
の
滞
納
繰
越
分
保
険
料
の
徴

収
率
は
60
・
２
％
。
こ
の
方
々
か
ら
督
促
料
と
延
滞
金

は
と
る
べ
き
で
は
な
い
。

　
75
歳
以
上
に
な
れ
ば
ど
ん
な
健
康
な
人
で
も
病
気
に

な
る
の
が
通
例
だ
。
最
も
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す

る
の
に
、
広
域
連
合
事
業
の
健
康
づ
く
り
訪
問
事
業
と

受
託
事
業
し
か
な
い
。
こ
の
制
度
は
県
一
本
化
に
な
っ

て
い
る
が
、
基
金
が
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
な
ど
そ
の
内

容
は
私
た
ち
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

　
ど
ん
な
に
年
金
が
少
な
く
と
も
高
齢
者
個
人
か
ら
保

険
料
を
徴
収
す
る
、
家
族
の
扶
養
に
な
る
こ
と
は
許
さ

れ
な
い
、
こ
う
い
う
制
度
に
反
対
を
す
る
。

（
賛
成
多
数
で
認
定
）

請
願
・
陳
情

採
択
さ
れ
た
請
願
・
陳
情

●
秋
田
県
主
要
農
作
物
種
子
条
例
の
制
定
を
求
め
る
請

願
書

（
提
出
者　
食
と
緑
、
水
を
守
る
秋
田
県
労
農
市
民
会

議 

議
長　
石
田
寛　
紹
介
議
員　
皆
川
鉄
也
・
芹
田

正
嗣
）

賛
成
理
由

　
水
稲
、
麦
及
び
大
豆
が
主
要
農
産
物
で
あ
る
本
県
に

お
い
て
、
県
が
高
品
質
な
種
子
生
産
の
中
心
的
な
役
割

を
果
た
し
、
予
算
及
び
関
係
部
署
の
人
員
体
制
を
恒
久

的
に
措
置
す
る
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
は
必
要
不
可
欠

で
あ
る
た
め
。

（
全
会
一
致
で
採
択
）

秋
田
県
知
事
に
意
見
書
を
提
出

●
日
米
地
位
協
定
の
抜
本
的
な
見
直
し
を
求
め
る
陳
情

（
提
出
者　
秋
田
県
平
和
委
員
会　
代
表
理
事　
川
野

辺
英
昭
）

賛
成
理
由

 

現
状
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
の
保
護
な
く
日
本
の
安
全

は
維
持
で
き
な
い
な
ど
一
部
異
論
が
あ
っ
た
が
、
陳
情

の
内
容
は
納
得
で
き
た
た
め
。

（
全
会
一
致
で
採
択
）

内
閣
総
理
大
臣
、
外
務
大
臣
、
防
衛
大
臣
に
意
見
書
を

提
出

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
伴
う
地
方

財
政
の
急
激
な
悪
化
に
対
し
地
方
税
財
源
の
確
保
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

（
提
出
者　
秋
田
県
町
村
議
会
議
長
会　
会
長　
金
子

芳
継
）

賛
成
理
由

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
が
地
方
財
政

に
与
え
る
影
響
は
大
き
く
、
地
域
が
実
情
に
応
じ
た
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
か
つ
持
続
的
に
維
持
し
て
い
く

た
め
に
は
、
地
方
税
、
地
方
交
付
税
等
の
一
般
財
源
の

確
保
は
不
可
欠
で
あ
る
。

（
全
会
一
致
で
採
択
）

衆
・
参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、
総

務
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
、
内
閣
官

房
長
官
、
経
済
再
生
担
当
大
臣
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
担
当
大
臣
に
意
見
書
を
提
出

●
加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
に
対
す
る
公
的
補
助

制
度
の
創
設
を
求
め
る
陳
情

（
提
出
者　
全
日
本
年
金
者
組
合
秋
田
県
本
部
能
代
山

本
支
部　
執
行
委
員
長　
吉
田
瑞
穂
）

賛
成
理
由

　
加
齢
性
難
聴
者
が
補
聴
器
を
利
用
す
る
こ
と
で
安
心

し
て
社
会
生
活
を
送
る
こ
と
は
、
難
聴
者
本
人
は
も
と

よ
り
地
域
に
お
い
て
も
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
公
的
補

助
制
度
の
創
設
は
必
要
と
判
断
さ
れ
た
た
め
。

（
全
会
一
致
で
採
択
）

内
閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
に
意
見
書
を
提
出　

賛否が分かれた議案等の採決結果
○：賛成　●：反対

　賛否が分かれた議案等を掲載しています。

議員氏名

議　案

議
決
結
果

門
脇
直
樹

皆
川
鉄
也

芦
崎
達
美

笠
原
吉
範

菊
地
　
薫

見
上
政
子

芹
田
正
嗣

須
藤
正
人

腰
山
良
悦

奈
良
聡
子

山
本
優
人

水
木
壽
保

令和元年度八峰町一般会計決算

令和元年度八峰町国民健康保険
事業勘定特別会計決算

令和元年度介護保険事業勘定特
別会計決算

令和元年度後期高齢者医療特別
会計決算

 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 認定

 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 認定

 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 認定

 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 認定

議
長
は
採
決
に
は
加
わ
り
ま
せ
ん
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ここが
聞きた

い！ 令和元年度　　決算審査報告
ここが

聞きた
い！ 令和元年度　　決算審査報告

　令和元年度の一般会計及び各特別会計について　　２分科会に分かれて審査し、すべて原案認定され
ました。分科会では町政全体にわたり、数多くの　　質問が出されました。抜粋してお知らせします。

質疑

　
　
ふ
る
さ
と
八
峰
応
援

　
　

基
金
寄
附
金（
ふ
る

さ
と
納
税
）が
前
年
度
よ

り
９
４
４
万
５
千
円
の
減

と
な
っ
て
い
る
が
、原
因

は
何
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
か
。

　
　
日
本
白
神
水
産
の
ア

　
　
ワ
ビ
関
連
の
返
礼
品

が
な
く
な
っ
た
こ
と
が
一

番
の
原
因
と
考
え
て
い

る
。

　
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
　
に
つ
い
て
、
任
期
終

了
後
に
活
動
報
告
会
は
行

っ
て
い
る
か
。

　
　
こ
れ
ま
で
３
名
が
協

　
　
力
隊
と
し
て
活
動
し

た
が
、
行
っ
て
い
な
い
。

　
今
後
は
開
催
す
る
方
向

で
検
討
し
た
い
。

　
　
議
員
、
三
役
、
管
理

　
　
職
（
課
長
職
）
に
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
、
ペ

ー
パ
ー
レ
ス
議
会
を
実
施

し
て
い
る
が
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
の
費
用
対
効
果
は
ど
う

か
。

　
　
費
用
だ
け
を
考
え
る

　
　
と
、
紙
ベ
ー
ス
よ
り

も
割
高
に
な
っ
て
い
る
が
、

書
類
の
保
存
ス
ペ
ー
ス
の

問
題
、
各
種
会
議
の
通
知

や
情
報
の
収
集
・
提
供
の

迅
速
性
な
ど
、
一
定
の
効

果
が
あ
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

　
　
　
倒
壊
の
恐
れ
が
あ

　
　
　
る
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

の
点
検
を
行
う
こ
と
。

　
　
海
岸
線
を
中
心
に
調

　
　
査
し
て
お
り
、
適
宜

修
繕
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
耕
作
放
棄
地
の
現
状

　
　
は
ど
う
な
の
か
。

　
　
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
等

　
　
に
よ
り
、
遊
休
農
地

（
耕
作
放
棄
地
）
の
把

握
・
指
導
に
努
め
て
い
る

が
、
耕
作
条
件
が
悪
い
農

地
は
、
担
い
手
の
確
保
が

難
し
い
状
況
に
あ
る
。

　
今
後
、
耕
作
者
の
高
齢

化
に
伴
い
、
遊
休
農
地
の

面
積
拡
大
が
懸
念
さ
れ

る
。

　
　
生
薬
の
状
況
は
ど
う

　
　
か
。

　
　
小
規
模
で
ど
れ
だ
け

　
　
生
産
量
を
増
や
せ
る

か
の
試
験
栽
培
中
で
、
10

当町がペーパーレス議会になってから３年経過した当町で目撃されたイノシシ（水沢ダム周辺にて）

　
　
当
町
に
も
イ
ノ
シ
シ

　
　
は
い
る
の
か
。

　
　
目
撃
情
報
は
あ
っ
た

　
　
が
、
畑
へ
の
被
害
は

今
の
と
こ
ろ
は
な
い
。

　
　
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
捕
獲

　
　
報
奨
金
と
し
て
、
１

頭
１
万
円
と
し
て
い
る

が
、
現
場
で
は
５
人
程
度

の
猟
友
会
員
が
出
勤
し
、

１
回
の
出
勤
で
半
日
は
時

間
を
費
や
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
１
頭
当
た
り
の
単

価
の
見
直
し
に
つ
い
て
検

討
し
て
ほ
し
い
。

　
　
検
討
し
た
い
。

　
　
ク
マ
の
忌
避
剤
の
効

　
　
果
は
。

　
　
学
校
敷
地
内
や
自
治

　
　
会
要
望
施
設
等
で
試

験
的
に
活
用
し
て
お
り
、

ク
マ
に
対
し
一
定
の
効
果

は
見
ら
れ
た
。
ハ
ク
ビ
シ

ン
に
対
し
て
も
効
果
が
見

込
め
そ
う
で
あ
る
。

　
　
塩
も
ろ
み
の
特
許
は

　
　
今
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

　
　
以
前
は
特
許
を
会
社
、

　
　
町
、
県
の
三
者
が
保

有
し
て
い
た
が
、
現
在
は

町
４
割
、
県
６
割
を
保
有

し
て
い
る
。
県
か
ら
他
社

で
塩
も
ろ
み
を
製
造
す
る

話
が
来
て
い
る
の
で
利
用

が
あ
れ
ば
町
に
使
用
料
と

し
て
収
入
が
入
る
。

　
　
道
の
駅
は
ち
も
り
の

　
　
指
定
管
理
先
は
ど
う

な
っ
た
か
。

　
　
ハ
タ
ハ
タ
の
里
観
光

　
　
事
業
の
指
定
管
理
が

７
月
１
日
に
終
了
し
、
地

産
八
森
大
黒
屋
合
同
会
社

へ
の
業
務
委
託
に
変
更
し

た
。

　
　
道
の
駅
は
ち
も
り
の

　
　
移
転
の
話
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。

　
　
県
本
庁
や
振
興
局
と

　
　
協
議
を
重
ね
て
い
る
。

　
　
特
別
支
援
教
育
支
援

　
　
員
は
ど
の
よ
う
に
配

置
し
て
い
る
の
か
。

　
　
基
本
的
に
は
、
一
学

　
　
年
に
一
名
の
配
置
だ

が
、
状
況
に
応
じ
た
配
置

で
あ
る
。

ａ
あ
た
り
換
算
の
乾
燥
重

量
を
約
20
㎏
か
ら
１
１
０

㎏
ま
で
増
や
す
こ
と
に
成

功
し
て
い
る
。
今
後
は
農

家
数
や
面
積
の
拡
大
を
検

討
す
る
。

　
　
八
森
土
床
体
育
館
は

　
　
建
設
し
て
か
ら
か
な

り
の
年
数
が
経
過
し
て
い

る
が
大
丈
夫
か
。

　
　
昭
和
42
年
に
建
設
し
、

　
　

平
成
14
年
に
改
修

（
土
床
に
変
更
）
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
、
安
全
面

を
考
慮
し
、
強
度
調
査
等

を
検
討
す
る
。

問答問

答答 答

答

意
見

問

問

問

答問答

問答

問答

問答

問答問答

問問 答答
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町政を質す！！
ただ

４

一
般
質
問
と
は
？

　
一
般
質
問
は
、
議
員
個

人
が
町
の
事
務
の
執
行
状

況
や
将
来
に
対
す
る
考
え

方
な
ど
の
報
告
や
説
明
を

町
長
な
ど
に
求
め
、
町
政

執
行
に
お
け
る
所
見
や
疑

義
に
つ
い
て
質
問
で
き
る

も
の
で
す
。

　
当
町
で
は
、
効
率
的
な

議
会
運
営
の
た
め
質
問
す

る
議
員
が
あ
ら
か
じ
め
議

長
に
質
問
の
趣
旨
な
ど
を

知
ら
せ
る
「
通
告
制
」
と

し
、
議
員
は
そ
の
内
容
に

添
っ
て
質
問
し
ま
す
。

　
質
問
時
間
は
１
人
に
つ

き
質
問
答
弁
を
含
め
55
分

以
内
で
完
了
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。
再
質
問

か
ら
は
、
一
問
一
答
方
式

が
採
用
さ
れ
て
お
り
時
間

内
で
あ
れ
ば
何
度
で
も
再

質
問
が
で
き
ま
す
。

町政を質す！！
ただ

４人の議員が一般質問

一 般

　 質 問ここが
聞きた

い

定例会２日目の一般質問では４人の議員が町政について質問しました。

ｐ10　笠原　吉範　議員
１　農業ヘルパー制度について
２　リモートワーク移住促進について
３　チゴキ崎について

ｐ12　見上　政子　議員
１　国保税の減免申請に同一家族全員の
　収入調べは必要か
２　高齢者の対策と支援について
３　陸上風力発電の住民説明会について

ｐ11　山本　優人　議員
１　漁業振興策について
２　テレワーク（在宅勤務）導入企業の
　誘致について

ｐ13　水木　壽保　議員
１　鳥獣被害について
２　河川改修について
３　ナラ枯れ対策について

意
見
４

ふ
る
さ
と
納
税
の

目
玉
に
な
り
得
る

返
礼
品
の
開
発

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
受
け

入
れ
額
が
大
幅
に
減
少
し

て
い
る
。
目
玉
と
な
る
返

礼
品
の
開
発
を
支
援
す
る

な
ど
し
、
魅
力
あ
る
返
礼

品
の
充
実
に
努
め
る
こ
と
。

意
見
５

ジ
オ
パ
ー
ク
事
業

の
見
直
し

　
長
年
展
開
し
て
き
た
ジ

オ
パ
ー
ク
事
業
で
の
成
果

が
町
の
活
性
化
に
繫
っ
て

い
る
と
は
感
じ
ら
れ
な
い
。

次
の
認
定
ま
で
に
事
業
の

再
検
討
や
見
直
し
を
行
う

こ
と
。

意
見
６

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

運
行
基
準
の
見
直
し

　
ク
マ
の
出
没
危
険
が
心

配
さ
れ
る
折
、
全
児
童
が

安
全
に
通
学
で
き
る
よ
う

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
基

準
を
見
直
し
、
適
切
な
運

行
を
行
う
こ
と
。

意
見
１

自
主
防
災
組
織
の育成

　

自
助
・
共
助
を
率
先
し

て
行
う
自
主
防
災
組
織
は
、

災
害
発
生
時
に
非
常
に
重

要
な
役
割
を
果
た
す
な
ど
、

全
国
各
地
で
組
織
さ
れ
注

目
さ
れ
て
い
る
。

　
自
主
防
災
組
織
の
育
成・

強
化
に
努
め
る
こ
と
。

意
見
２

大
規
模
災
害
時
の

指
定
避
難
所

　
大
規
模
災
害
や
複
合
型

災
害
な
ど
に
よ
る
広
範
囲

で
の
避
難
や
、
さ
ら
に
コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
避
難
な

ど
を
想
定
し
た
避
難
所
の

設
定
、
そ
の
た
め
の
訓
練

等
を
行
う
こ
と
。

意
見
３

女
性
消
防
団
員
の

増
員
・
確
保

　
女
性
消
防
団
員
の
増
員・

確
保
に
努
め
る
こ
と
。

決算に対しての議員からの意見
　令和元年度一般会計及び特別会計の審査では、議員から様々な意見や要望が提案され、９月11日議会
終了後、町長に付帯意見を提出しました。その内容を紹介します。
　なお、町からの回答については、次号の議会だよりに掲載いたします。
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一 般 質 問一 般 質 問

人
口
減
少
や

高
齢
化
等
に

よ
り
、
野
菜
や
果
樹
の
生

産
現
場
で
人
手
不
足
が
深

刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
新
規
就

農
や
規
模
拡
大
に
ブ
レ
ー

キ
が
掛
か
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
る
。
基
盤
産
業
で
あ

る
農
業
を
守
る
た
め
、
早

急
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。

ど
う
対
応
す
る
の
か
。

農
業
の
人
手

不
足
解
消
に

向
け
、
Ｊ
Ａ
秋
田
や
ま
も

と
に「
無
料
職
業
紹
介
事

業
」に
取
り
組
ん
で
も
ら

う
よ
う
働
き
か
け
る
。
県

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
作
成

の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
等
を
活

用
し
、
農
業
現
場
の
人
材

確
保
に
つ
な
が
る
情
報
を

提
供
す
る
。
町
と
し
て
高

い
問
題
意
識
を
持
っ
て
県

内
外
の
情
報
収
集
に
努
め

て
い
く
。

笠原　吉範　議員

笠
原

町
長

農
業
の
人
手
不
足
深
刻

町
長
　

高
い
問
題
意
識
を

　
　
　
　
　
　
　
持
っ
て
対
応

チ
ゴ
キ
崎
に

ケ
ー
ブ
ル
が

む
き
出
し
の
歩
道
が
あ
り
、

先
端
に
渡
る
橋
が
撤
去
さ

れ
て
い
る
。
安
全
に
楽
し

め
る
場
所
と
な
る
よ
う
歩

道
や
橋
の
整
備
を
。

橋
は
、
釣
り

人
の
転
落
事

故
が
発
生
し
、
県
と
相
談

し
撤
去
し
た
。

　
橋
が
あ
れ
ば
、
軽
装
備

で
の
無
謀
な
釣
り
人
が
渡

っ
て
し
ま
う
た
め
、
整
備

は
困
難
で
あ
る
。

チ
ゴ
キ
崎
の
整
備
を

町
長
　

危
険
を
招
く
た
め
困
難

県立公園でもあるチゴキ崎の整備が必要ではないか次世代の若者が漁業で生活できる基盤を！

テ
レ
ワ
ー
ク

企
業
の
誘
致

は
、
空
き
家
、
廃
校
舎
の

活
用
な
ど
を
解
決
す
る
可

能
性
を
秘
め
て
い
る
。

当
町
の
漁
業

は
農
業
と
と

も
に
基
幹
産
業
で
あ
り
、

漁
業
の
衰
退
は
町
の
衰
退

と
一
体
と
な
す
。
若
手
の

新
規
漁
業
参
入
者
が
出
現

し
て
い
な
い
現
実
は
、
今

後
の
漁
業
の
衰
退
を
暗
示

し
て
い
る
。
早
急
に
水
産

振
興
策
を
計
画
立
案
し
実

行
が
必
要
だ
。

　
岩
館
地
区
で
の
静
穏
海

域
（
＊
）
の
環
境
が
整
っ

た
。
こ
の
機
会
に
漁
船
漁

業
と
養
殖
漁
業
と
の
複
合

経
営
で
漁
業
生
産
の
活
力

向
上
を
図
り
、
次
世
代
の

若
者
が
漁
業
で
生
活
で
き

る
基
礎
を
築
く
よ
う
、
町

一
丸
と
な
っ
て
進
む
べ
き

と
考
え
る
。

ア
ワ
ビ
、
岩

ガ
キ
、
ナ
マ

コ
、
ギ
バ
サ
の
磯
根
資
源

の
管
理
育
成
・
増
殖
と
付

加
価
値
の
向
上
、
ア
ワ
ビ山本　優人　議員

山
本

山
本

町
長

養
殖
試
験
の
早
期
実
施
を

町
長
　

漁
業
者
の

　
　
　
　
　
　
熱
意
に
応
え
る

職
員
に
よ
る
テ
レ
ワ
ー
ク

　
　
　
　
の
情
報
収
集
を

町
長
　

来
町
企
業
と

　
　
　
　
　
　
意
見
交
換
す
る

県
が
10
〜
11

月
に
企
業
調

査
す
る
の
で
、
そ
の
結
果

を
見
な
が
ら
行
動
し
た
い
。

や
ヒ
ラ
メ
の
種
苗
放
流
、

県
漁
協
が
国
や
県
や
町
に

要
望
し
て
い
る
「
漁
港
の

静
穏
域
エ
リ
ア
の
拡
大
」

と
漁
港
を
活
用
し
た
つ
く

り
育
て
る
漁
業
、
国
の

「
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
」

を
推
進
し
て
い
る
。
特
に

「
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
」

は
、「
秋
田
県
地
域
水
産
業

再
生
委
員
会
北
部
部
会
」

を
組
織
し
、
水
揚
げ
さ
れ

た
ウ
ス
メ
バ
ル
等
の
主
要

魚
種
の
船
上
に
お
け
る
血

抜
き
処
理
の
徹
底
と
タ
グ

の
装
着
に
よ
る
差
別
化
、

生
き
締
め
や
神
経
締
め
な

ど
の
鮮
度
保
持
に
よ
る
漁

価
の
向
上
を
目
指
し
、
漁

業
者
及
び
関
係
機
関
等
が

一
丸
と
な
っ
て
漁
業
経
営

の
安
定
化
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

20
・
30
代
が

数
年
し
た
ら

漁
師
と
し
て
一
人
立
ち
で

き
る
よ
う
漁
船
漁
業
に
対

す
る
支
援
が
必
要
だ
。

基
幹
産
業
で

あ
る
の
に
、

町
の
漁
船
・
漁
具
購
入
費

補
助
支
援
制
度
が
少
な
い

と
考
え
て
い
る
。

笠
原

町
長

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が
急
速

に
広
が
っ
て
い
る
。
パ
ソ

コ
ン
や
通
信
環
境
が
整
え

ば
、
ど
こ
で
も
従
来
通
り

の
仕
事
が
出
来
る
こ
と
か

ら
、
比
較
的
感
染
リ
ス
ク

の
低
い
地
方
へ
の
移
住
や

Ｕ
タ
ー
ン
に
関
心
を
持
つ

人
も
少
な
く
な
い
よ
う
だ
。

県
で
も
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
た
移
住
・
定

住
を
促
進
し
、
人
材
誘
致

を
進
め
る
と
の
方
針
を
打

ち
出
し
た
。
町
に
リ
モ
ー

ト
ワ
ー
ク
拠
点
開
設
を
。

利
便
性
や
芸

術
文
化
面
が

恵
ま
れ
て
い
る
「
過
密
地

域
」
か
ら
、
八
峰
町
の
よ

う
な
自
然
豊
か
な
「
過
疎

地
域
」
へ
の
人
の
流
れ
や
、

感
染
リ
ス
ク
が
低
い
地
域

へ
の
移
住
が
増
え
て
い
く

と
考
え
る
。
町
と
し
て
も
、

八
峰
町
へ
の
人
の
流
れ
が

出
て
く
る
と
い
う
認
識
を

持
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
事

業
内
容
の
企
業
が
地
方
に

お
け
る
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

を
求
め
て
い
る
の
か
な
ど

の
情
報
収
集
に
努
め
、
空

き
家
改
修
事
業
や
遊
休
施

設
の
有
効
活
用
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
拠
点
を

　
　
　
　
　
　
　
目
指
せ

町
長
　

企
業
の
情
報
収
集
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
努
め
る

笠
原

町
長

養
殖
事
業
の

取
り
組
み
は

会
議
ば
か
り
で
、
こ
れ
で

は
い
つ
に
な
っ
て
も
養
殖

業
は
進
展
し
な
い
。

地
元
漁
業
者

の
熱
意
と
期

待
に
応
え
た
い
。

〔
用
語
説
明
〕

静
穏
海
域
（
＊
）･･･

防
波
堤
を
設
置
し
て
創

出
す
る
穏
や
か
な
海
域

の
こ
と
。

町
長

山
本

町
長

山
本

町
長

町
長
に
企
業

の
ト
ッ
プ
と

交
渉
を
と
い
う
の
で
は
な

く
、
最
初
に
職
員
が
、
会

社
の
担
当
と
情
報
交
換
す

る
こ
と
が
必
要
だ
。

首
都
圏
等
か

ら
来
町
す
る

企
業
の
人
々
と
意
見
交
換

し
て
い
る
の
で
、
そ
う
い

う
場
の
中
で
テ
レ
ワ
ー
ク

に
つ
い
て
の
考
え
方
の
情

報
収
集
は
可
能
だ
と
思
う
。

町
長

山
本
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一 般 質 問一 般 質 問

全
国
で
は
毎

年
の
よ
う
に

豪
雨
に
よ
る
水
害
や
土
砂

災
害
が
多
発
し
、
多
く
の

人
命
が
奪
わ
れ
て
い
る
ほ

か
、
集
落
が
孤
立
し
て
い

る
。
い
つ
こ
の
よ
う
に
大

雨
に
よ
る
災
害
が
発
生
す

る
か
分
か
ら
な
い
。
大
信

田
バ
イ
パ
ス
の
進
捗
状
況

は
い
か
に
。

大
信
田
地
区
バ
イ
パ
ス
の

進
捗
状
況
は

町
長
　

用
地
買
収
が
見
込
め
な
い

国
保
税
の
減

免
申
請
に
は
、

生
計
を
一
に
す
る
家
族
全

員
の
預
貯
金
調
べ
の
同
意

書
提
出
が
必
要
だ
。
県
内

自
治
体
の
ほ
と
ん
ど
は
窓

口
で
の
書
類
審
査
で
申
請

す
る
。

　
規
則
を
改
正
し
同
意
書

提
出
を
廃
止
す
る
考
え
は

な
い
か
。

申
請
書
だ
け

の
申
告
で
は

漏
れ
や
誤
り
の
可
能
性
が

あ
り
、
不
十
分
と
い
う
考

え
か
ら
規
則
で
定
め
て
い

る
。
管
内
の
３
市
町
は
申

請
書
の
他
、
通
帳
残
高
の

写
し
を
添
付
す
る
方
法
で

確
認
し
て
い
る
の
で
、
結

果
的
に
同
じ
考
え
方
に
立

っ
て
い
る
と
思
う
。

町
の
人
口
の

48
％
を
占
め

る
高
齢
者
が
安
心
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
、
現
行
制

度
の
充
実
と
新
た
な
制
度

が
必
要
で
は
。

　
難
聴
検
査
の
定
期
検
診

項
目
へ
の
追
加
、
補
聴
器

購
入
補
助
、
介
護
用
品
支

給
事
業
の
手
続
き
簡
素
化

と
紙
お
む
つ
券
の
発
行
、

軽
度
生
活
援
助
事
業
の
利

用
券
発
行
に
つ
い
て
検
討

す
る
考
え
は
な
い
か
。

老
人
性
難
聴

の
判
断
に
は

専
門
医
が
必
要
で
、
集
団

検
診
の
項
目
に
加
え
る
の

は
無
理
が
あ
る
。
補
聴
器

の
購
入
支
援
は
、
聴
覚
障

害
が
認
め
ら
れ
れ
ば
価
格

の
１
割
負
担
で
購
入
で
き

る
の
で
不
要
と
考
え
る
。

介
護
用
品
支
給
手
続
き
の

簡
素
化
は
特
に
必
要
な
い
。

　
紙
お
む
つ
券
の
発
行
は
、

見上　政子　議員

見
上

見
上

町
長 国

保
税
減
免

　
　
　
収
入
調
べ
必
要
か

町
長
　

申
請
書
だ
け
で
は
不
十
分

白
神
ウ
イ
ン

ド
社
の
峰
浜

地
区
へ
の
風
車
８
基
建
設

計
画
を
知
ら
な
い
住
民
が

多
い
。
住
民
説
明
会
は
ど

こ
で
何
人
参
加
し
て
開
か

れ
た
の
か
。

　
鹿
児
島
県
で
は
台
風
10

号
で
風
車
の
羽
が
折
れ
落

下
し
た
。
介
護
施
設
等
に

被
害
が
出
た
場
合
、
地
権

者
の
沢
目
財
産
区
や
最
終

責
任
者
で
あ
る
町
長
に
も

責
任
が
及
ぶ
の
で
は
。

説
明
会
は
環

境
影
響
評
価

見
上

町
長

広
域
風
力

　
住
民
へ
の
説
明
不
十
分

町
長
　

事
業
者
に
説
明
義
務
あ
り

一
歩
踏
み
込
ん
だ

　
　
　
　
高
齢
者
支
援
を

町
長
　

現
行
制
度
と

　
　
　
　
　
　
仕
組
み
を
継
続

檻を使用してハクビシンやアナグマの捕獲にも力をいれてほしい

鳥
獣
害
対
策

で
視
察
し
た

埼
玉
県
飯
能
市
で
は
、
檻

に
よ
る
捕
獲
を
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
、

設
置
・
回
収
を
し
て
い
る
。

　
当
町
で
は
、
ハ
ク
ビ
シ

ン
や
ア
ナ
グ
マ
な
ど
が
、

民
家
の
周
り
に
毎
日
の
よ

う
に
現
れ
、
農
作
物
の
被

害
が
増
え
て
い
る
。
捕
獲

檻
を
増
や
す
考
え
は
な
い

か
。

町
所
有
の
20

基
の
う
ち
、

17
基
を
ニ
ホ
ン
ザ
ル
捕
獲

用
と
し
て
設
置
し
て
い
る
。

残
り
３
基
は
ア
ナ
グ
マ
の

捕
獲
に
充
て
る
こ
と
は
可

能
だ
が
、
猟
友
会
が
保
有

し
て
い
る
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ

用
の
檻
を
含
め
保
管
場
所

に
苦
慮
し
て
い
る
状
況
で

さ
ら
に
増
や
す
こ
と
は
困

難
。
被
害
軽
減
に
繋
が
っ

て
い
る
と
の
報
告
が
あ
る水木　壽保　議員

水
木

町
長

水
木

捕
獲
檻
を
増
や
す
考
え
は

町
長
　

忌
避
剤
の

　
　
　
効
果
に
つ
い
て
も
検
証

今
年
は
非
常

に
ナ
ラ
枯
れ

が
多
く
発
生
し
て
い
る
。

昨
年
ま
で
は
里
山
で
あ
っ

た
が
今
年
は
水
源
涵
養
保

安
林
ま
で
拡
大
し
て
い
る
。

町
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す

る
の
か
。

国
や
県
の
補

助
事
業
を
活

用
し
な
が
ら
防
除
や
駆
除

に
努
め
る
と
と
も
に
、
被

害
の
拡
大
を
未
然
に
防
止

す
る
た
め
、
森
林
組
合
な

ど
が
行
う
更
新
伐
に
よ
る

高
齢
ナ
ラ
材
の
積
極
的
な

伐
採
を
促
す
。
ま
た
、
昨

年
度
よ
り
国
か
ら
交
付
さ

れ
て
い
る
森
林
環
境
譲
与

税
を
ナ
ラ
枯
れ
対
策
事
業

に
活
用
で
き
な
い
か
県
と

相
談
し
、
被
害
の
拡
大
防

止
に
繋
が
る
方
策
の
一
つ

と
し
て
検
討
す
る
。

町
長

ナ
ラ
枯
れ
の
対
応
は

町
長
　

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用

取
扱
店
に
煩
雑
な
請
求
事

務
を
強
い
る
な
ど
様
々
な

問
題
が
あ
る
。
軽
作
業
利

用
券
は
、
利
用
頻
度
や
サ

ー
ビ
ス
の
種
類
ご
と
に
利

用
回
数
に
限
度
が
あ
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
現
在
の
仕

組
み
を
継
続
し
た
い
。

法
で
事
業
者
が
開
く
こ
と

と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
方

法
書
段
階
で
は
「
峰
栄
館
」

で
12
名
、
準
備
書
段
階
で

は
同
館
で
22
名
参
加
し

た
。
町
が
情
報
提
供
す
る

こ
と
に
は
慎
重
で
あ
る
べ

き
。
　
問
題
が
起
き
た
時
は
八

峰
町
長
と
し
て
、
自
治
会

長
等
と
協
議
し
な
が
ら
事

業
者
に
対
応
を
求
め
て
い

く
こ
と
に
な
る
。

町
長

老人性難聴時の補聴器購入に助成を

水
木

塙
川
の
氾
濫

状
況
を
踏
ま

え
、
県
に
河
川
改
修
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く

よ
う
要
望
し
て
い
る
。
ま

た
、
大
信
田
地
区
の
孤
立

を
防
ぐ
た
め
の
避
難
道
路

と
し
て
の
バ
イ
パ
ス
計
画

に
つ
い
て
は
、
そ
の
必
要

性
を
十
分
認
識
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
も
、
検
討
し
て

き
た
が
用
地
買
収
が
見
込

め
な
い
こ
と
か
ら
、
事
業

化
で
き
ず
に
い
る
状
況
に

あ
る
。

町
長

電
気
柵
助
成
制
度
を
促
す

と
と
も
に
忌
避
剤
の
効
果

に
つ
い
て
も
検
証
し
た
い
。

檻を使用してハクビシンやアナグマの捕獲にも力をいれてほしい
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議員から町へ（質疑・意見）（一部抜粋）
質疑　今回の事業の財源は。
答　左記資料⑴から⑷については、国の１次・２次
の「新型コロナウイルス対応地方創生臨時交付金」
３億3,190万円となっているが、学校関係のGIGAス
クール事業等については、整備事業補助金を超えた
残額を交付金対象としている。

質疑　「避難所衛生環境整備事業」の避難所８カ所
で何人を想定しているのか。
　また、乳幼児・女性等の弱者対応はどうなってい
るのか。
答　避難所は旧岩館小・八森小・旧八森中・役場・
旧岩子小・峰浜小・旧塙川小・八峰中の８カ所で計
画収容5,840人となっているほか、分散型避難を考え
ており、ファガスと峰栄館も対象としたい。
　弱者対応については、福祉施設関係を含め利用し
たい。

質疑　換気対応空調設備導入事業で、八森保健セン
ターとハタハタの町診療所の２施設とした理由及び
１施設あたり800万円では高くないか。
答　２施設ともエアコンが10年以上経過し傷んでいる。
診療所については各部屋１台で12台。保健センター
については、大型の天井設置タイプとなっている。
意見　塩害仕様とすること。

質疑　防災備蓄倉庫の場所と面積は。
　また、3,000万円は高くないか。
答　庁舎前のATM横の舗装スペースに204㎡。平成
21年に完成した現在の備蓄倉庫の額を基に積算。資
材単価・人件費の高騰分を考慮している。
再質疑　備蓄品の分散は必要である。
　旧岩館小学校は雨漏りもあり今後についても問題が
ある。岩館自治体からも要望も出ており、3,000万円
をかけるのであれば、二重経費とならないよう、そち
らを含めて検討すべきでは。
答　自治会からの要望の防災センターは今回の交付金
のメニューにないので別途内容を検討し、新年度予算
への計上も含め対応したい。今回は新型コロナ限定の

議会全員協議会から 新型コロナウイルス感染症対策地方創　生臨時交付金（２次補正分）充当事業の概要について

町からの説明

　８月６日（木）に議会全員協議会が開催され、当町の新型コロナウイルス感染症対策地方創生臨時交付　　金の充当事業の概要の説明がありました。また、懸案となっていた峰浜診療所常勤医師の採用について
も報告がありました。その中から、当町の新型コロナウイルス感染症対策地方創生臨時交付金（２次補正　　分）充当事業の概要についてお知らせします。

対応となっている。

質疑　温泉利用促進事業のクーポン券の対象施設と
配布の方法は。
　車が使えないと施設に行くことができず、高齢者
等は利用できないのでは。
答　対象施設はあきた白神温泉ホテルとハタハタ館
とし、全戸配布する。
　より利用していただける方法を事業者とも協議し
検討したい。
　今回は、利用者が減っていること、行ったことが
ない方に施設を利用していただきたいということか
ら事業を計画した。利用者の足の部分については事
業者のバスの利用について協議する。

質疑　すべての自治体が（国から交付金が出たこと
により）備品等を購入することとなり、納入は大丈
夫か。
答　心配している。また値段も上がっている。当町
に限った問題ではないので、町村会などでも協議し、
対応したい。

質疑　雇用維持臨時給付金の（売上）影響額30％に
ついて、町の持続化給付金制度では20％で20万円、
15％で15万円だったがその理由は。
答　前の制度は短期の状況で補助対象としたが、単
月の比較では例外が生じることも確認されたことから、
今回は複数月での比較としている。
　助成額も上げることからハードルも上げている。

⑴　経済支援対策の専決処分（７月８日付け）
事業名

1

事業費 事業内容

事業継続
臨時交付金
（追加補正）

10,042千円

事業概要：新型コロナウイルスの影響で
収入が減少した事業所に事業継続のため
の支援金を交付する。
対象：令和２年３月から６月までの任意
のひと月の収入が前年同月比15％以上減
少した町内事業所等
支給額：
　①減少額15％以上20％未満・10万円
　②減少額20％以上・・・・・20万円

⑶　現在検討している経済支援対策
事業名

1

事業費 事業内容

雇用維持
臨時給付金
事業

40,036千円

2
在宅介護者
支援金
給付事業

1,515千円

3 温泉利用
促進事業 7,676千円

4 町内宿泊
助成事業 21,465千円

5

公営企業
会計操出・
補助（簡易
水道事業）

6,600千円

6

公営企業会
計操出・
補助（下水
道事業）

840千円

計 78,132千円

計 18,193千円

事業概要：町民の雇用を維持しており、
前年売り上げ30％以上減少した事業者へ、
社会保険被保険者数に応じ１人当たり10
万円（上限300万円）を支給する。
対象：４月～９月の６カ月間の売り上げ
合計が前年と比較して30％以上減少した
事業者
事業概要：訪問介護等福祉サービス利用
を自粛している、重度障がい者がいる世
帯に支援金を給付する。
対象：特別障害者手当、障害児福祉手当、
特別児童扶養手当受給者
支給額：１人当たり５万円
事業概要：外出自粛要請により利用者減
少の影響を受けている温泉施設で利用で
きるクーポンを１人当たり２枚発行する。
対象：全町民
事業概要：外出自粛要請による観光客等
の減少に伴い、影響を受けている宿泊施
設で使用できるクーポンを発行する。
対象：北東北３県の在住者（段階的に対
象の拡大も検討）
事業概要：社会的に欠かすことのできな
い公衆浴場の事業継続のため、事業者の
水道使用料減免分を補助する。
対象：ハタハタ館及び秋田白神温泉ホテル
事業概要：社会的に欠かすことのできな
い公衆浴場の事業継続のため、事業者の
下水道使用料減免分を補助する。
対象：ハタハタ館及び秋田白神温泉ホテル

⑷　現在検討している強靭化対策について
事業名

1

事業費 事業内容

歯科診療機
器購入事業

2,631千円

事業概要：感染拡大防止のため、庁舎等
においてウェブ会議が可能な環境を整備
する。
対象：役場庁舎等
事業概要：感染予防対策として換気対応
した空調システムを導入することで、利
用者の安心・安全を確保する。
対象：八森保健センター、ハタハタの町
診療所

⑸　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金以外で対応予定の事業
事業名

1

事業費 事業内容

ウェブ
会議用
パソコン
導入事業

2 15,562千円
換気対応
空調整備
導入事業

621千円

事業概要：歯科治療中に口腔外に飛び散
る水しぶきを防ぎ、新型コロナウイルス
感染症への感染リスクを防止する。
対象：口腔外バキューム

⑵　現在検討している感染拡大防止対策
事業名

1

事業費 事業内容
新型コロナ
ウイルス
感染症拡大
防止事業

4,002千円

2
避難所
衛生環境
整備事業

110,751千円

3

宿泊施設
感染予防
対策事業
補助金

2,815千円

4

学校保健
特別対策
事業費
補助金

5,166千円

5
小中学校
空調設備
整備事業

56,917千円

6

GIGA
スクール事業
（公立学校　
情報機器

　整備事業）

9,088千円

計 188,739千円

事業概要：町有施設における施設利用者、
職員の安全な衛生環境を確保するために、
検温器、アクリル板等を設置する。
対象：役場庁舎をはじめとする町有施設
事業概要：町指定緊急避難所の衛生環境
の整備と避難時に必要となる物品の備蓄
等。
対象：町指定緊急避難所　８カ所
事業概要：町内宿泊施設に対し、新しい
生活様式を踏まえた施設改修等感染予防
対策に係る経費を補助する。
対象：町内宿泊施設
支給額：宿泊定員数に応じ定額給付。
10人ごとに10万円追加。上限なし。
事業概要：小中学校にサーモグラフィー
カメラや非接触型体温計等を設備し、感
染拡大防止と児童・生徒の健康を管理す
る。
対象：町内の小・中学校
事業概要：今後の臨時休校による授業日
数確保のため、夏休みを短縮する事態の
発生に備え、児童・生徒の健康管理を図
る。
対象：町内の小・中学校
事業概要：児童・生徒に１人１台タブレ
ット端末を整備し、教育のICT化の推進
と臨時休校時のオンラインによる学習支
援を可能にする。
対象：町内の小・中学校


